  Ⅱ 観光交流調査結果の概要

    １  観光交流客数

· 観光交流客数は、1億2,966万人で、前年度を約877万人（△6.3％）下回った。

· 前年度に引き続いての減少となり、東日本大震災の影響が強く感じられる結果となった。ただし、四半期ごとの比較では徐々に回復しており、第４四半期では平成２１年度及び平成２２年度の同時期と比較し、ほぼ同水準まで回復している。
    ２  宿泊客数

· 宿泊客数は1,684万人で前年度から約10万人（△0.6％）減少した。
· 伊豆地域南部では、震災直後の減少が大きく、年間合計では大幅な減少となった市町も見られたが、そうした市町でも四半期ごとに比較をすると、第４四半期にはほぼ震災前の水準まで回復していた。

· 富士地域や県中西部地域では、新規宿泊施設の開業があり、ビジネス需要などにより前年度を上回る市町が多かった。
    ３  観光レクリエーション客数

· 観光レクリエーション客数は1億1,282万人で前年度を約868万人（△7.1％）下回った。
· 震災直後の４・５月を中心に、大規模なイベントや祭りが中止となり、前年度と比較し、年間約４００万人の減少となった。
· 海のレジャーを観光の目玉にしている市町では、津波への心配から海水浴客数が落ち込み、前年と比較して約９２万人の減少となった。
· 新規開業の施設が好調な富士地域では、前年度の入込客数を上回った。
· 分類別では「季節行楽・行事」が大きく減少した一方で、「産業観光」「買物」で増加した。
    ４  主な季節の状況

     (１) ゴールデンウイーク

· 宿泊は、熱海、伊東、舘山寺温泉など昨年度より増加した地域があった一方、減少した地域もあり、地域により傾向にばらつきがあった。
· 観光施設への入込については、好調な施設が多かったものの、マイカー利用による日帰り客が占める割合が高かった。
· イベントは、例年実施され、季節調査の対象となっている祭りの中で、「浜松まつり（浜松市）」「浅間大社流鏑馬まつり（富士宮市）」「池田・熊野の長藤まつり（磐田市）」が中止となった。
· 訪日外国人客については、風評被害の影響を受け、各観光地とも大幅に減少した。
    （２）年末年始
· 宿泊客数は、地域でばらつきがあったものの、概ね前年並みを確保し、12月31日～1月1日の宿泊については、ほぼ全地域で満室となった。
· 観光施設の入込状況は、各地で好天に恵まれたこともあり、県全体ではほぼ前年並みであった。
    ５  地域別の主な特徴

· 【伊 豆】
海のレジャーを観光の目玉としている市町を中心に、海水浴客の減少などが響いて、観光レクリエーション客数が前年度を下回った。それに伴い宿泊客数についても対前年度比で減となったが、四半期ごとの比較では回復傾向が見て取れた。
· 【富 士】
小山町や御殿場市などで新規開業施設の入込が好調であり、観光レクリエーション客数の増加に寄与した。また、宿泊客数についても、ビジネス需要の増加に伴い、新規宿泊施設が開業するなどした影響で増加した。
· 【駿 河】
「静岡まつり」などの祭りが中止されたほか、昨年度開催の「静岡ホビーフェア」の反動があり、観光レクリエーション客数が減少した。
· 【西駿河･奥大井】
昨年開催された「島田大祭・帯まつり」「藤枝の大祭り」の反動や、川根本町で調査施設数が減少したことなどが影響し、観光レクリエーション客数が減少した。
· 【中東遠】
市町ごとに回復の度合いは異なるが、宿泊客数及び観光レクリエーション客数ともに、ほぼ前年度並みの入込となった。
· 【西北遠】
宿泊客数は、浜松市のビジネス需要に牽引され、前年を上回ったものの、観光レクリエーション客数については、「浜松まつり」の中止が影響して大幅な減少となった。






